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　　運動会まっさかり

　秋は運動会のシーズン。

10月4日、北小学校で運動会が行わ

れ、さわやかな秋空にお父さんやお

母さんの声援がひびきわたり、主役

の子供たちのはりきる姿がとても微

笑ましい一日でした。

11月 〔10月1日現在人口〕 男5，342人女5，399人
世帯数2，827

計10，741人

●発行所

●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長柴田忠 雄
●電話0485（36）茎521
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楽
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
町
一
番
の
ス
ポ
ー
ツ
の
お
祭
り
、

和
六
十
二
年
度
の
町
民
体
育
祭
が
、

月
十
日
の
体
育
の
日
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
の
日
、

の
運
動
公
園
に
は
、

つ
た

民
体
育
祭

昭

　
　
　
　
　
十

今
年
も
盛
大
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場

　
　
　
　
　
　
　
お
年
寄
か
ら
子
ど

も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
八
時
三
十
分
の
開
会
式
に
始
ま
り
、

百
メ
ー
ト
ル
競
走
か
ら
字
別
対
抗
リ
レ

ー
ま
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
た
、

と
て
も
さ
わ
や
か
な
「
日
で
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
一
コ
マ
「
コ
マ
を
、
写

真
で
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

かきました．／

〈
ま
だ
ま
だ
お
若
い
〃

　
　
　
臨
灘
鱒
欝
腓

鱗　　　・〆

▼イキもピッタリ？

蕪
、

▼なかなかうまく入りません

▼スティックさばきはさすがです

　
　
．
鱗
鼎

雛
難

、
灘

　
騰

　
灘嚢

．
霧
懸

　
灘

　
購
削

　
羅

　
鰻

雛

，
）

＼ノ
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汗みんないい

▲ボクたちもがんばりました

く
お
な
じ
み
江
南
音
頭
で
す

▲選手も応援も力いっぱい

（

小
学
校

中
学
校
で
も

は
な
や
か
に
運
動
会

　
南
小
学
校
1
・
2
年
生
に

　
よ
る
“
逃
げ
ろ
黒
ブ
タ
・

く
春
太
鼓
・
秋
太
鼓
”

〆
禦

　
　
を

＼

　
北
小
学
校
5
・
6
年
生
に

く
よ
る
“
真
実
節
”

欝晒撫

▲中学校の組体操
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恐
ろ
し
い
の
は

心
臓
病
な
ど
の
合
併
症

年
に
一
度
は
必
ず
検
査
を

　
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
人
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
と
し
て
は
、

運
動
不
足
や
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ
に

ょ
る
肥
満
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
く
ま
れ
に
ス
ト
レ
ス
、
感
染
症
、

妊
娠
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
病
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
症
状
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
　
「
の
ど
が
渇
く
」
　
「
体
が
だ

る
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
症
状
は
単
な
る
疲
れ
と
錯
覚

し
が
ち
で
、
発
見
が
遅
れ
て
悪
化
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
糖
尿
病
が
ど
う
し
て
発
病

す
る
の
か
、
そ
し
て
何
が
恐
ろ
し
い
の

か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

血
液
中
の
糖
分
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
な
ぜ
高
く
な
る
の
か

　
わ
た
し
た
ち
の
体
内
で
は
、
多
く
の

ホ
ル
モ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
・

る
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
糖
尿
病
と
深
い
関

係
に
あ
り
ま
す
。

　
血
液
中
の
糖
分
が
、
体
内
で
有
効
に

消
費
さ
れ
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
が
不
可
欠
で
す
。
と
こ
ろ
が
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が
減
る
と
、
糖
分

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
十
分
体
内
に
吸

収
さ
れ
な
く
な
り
、
血
液
中
に
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
俗
に
い
わ
れ
る
「
尿
に
糖
が

で
て
い
る
」
状
態
で
す
。

症
状
が
で
に
く
く
知
ら
な

い
う
ち
に
病
気
が
進
行

　
糖
尿
病
で
恐
ろ
し
い
の
は
、
自
覚
症

状
が
で
に
く
い
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち

に
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
イ
レ
ヘ
行
く
回
数
が
多
い
」
な

ど
の
症
状
が
で
て
き
た
と
き
は
、
す
で
に

病
気
が
進
行
し
て
い
る
状
態
で
す
。
す

　
　
　
○
○

ぐ
治
療
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
放
置
し
て
お
く
と
脳
、
目
、
心
臓
、

じ
ん
臓
な
ど
の
細
か
い
血
管
が
硬
く
な

り
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
合
併
乖
司

を
引
き
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
死
に

至
り
ま
す
。
し
か
し
糖
尿
病
は
、
治
療

を
受
け
て
医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
守
れ

ば
、
通
常
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
生

活
が
で
き
る
病
気
で
す
。

　
「
自
分
は
糖
尿
病
で
は
な
い
」
と
思

っ
て
も
、
年
に
一
度
は
必
ず
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
糖
尿
病
は
遺
伝

に
よ
る
素
因
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
や
親
せ
き
に
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
よ
り
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

食
生
活
で
防
ぐ
糖
尿
病

　
あ
な
た
も
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
少
し
改
め
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
に

か
か
ら
ず
、
一
生
を
送
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
規
則
正
し
い
食
生
活
が
予
防
の
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に

常
日
頃
か
ら
食
生
活
に
留
意
し
、
腹
七

～
八
分
目
の
節
食
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
　
三
度
の
食
事
は
規
則
正
し
く
。

○
　
腹
七
～
八
分
目
で
食
べ
す
ぎ
な
い
。

○
　
主
食
は
少
な
め
に
、
副
食
は
品
数

　
多
く
。

　
糖
尿
病
は
、
知
ら
な
い
間
に
進
行
　
5
　
で
き
も
の
が
で
き
や
す
く
、
し

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
か
も
治
り
に
く
い
。
皮
膚
が
か
ゆ
く

　
早
期
発
見
の
た
め
に
、
次
の
ポ
イ
　
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

ン
ト
を
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
　
　
　
　
　
6
　
視
力
が
低
下
し
た
。

－
の
ど
が
よ
く
渇
責
水
を
の
ポ
こ
と
も
あ
喬

た
く
さ
ん
飲
む
．
夜
中
に
起
き
見
ク
9
全
身
が
だ
る
く
元
気
が

て
飲
む
こ
と
も
あ
る
．
　
発
ツ
な
く
な
り
疲
れ
や
す
い
．
仕
事

2
尿
の
回
数
が
多
＜
、
夜
中
病
工
に
対
す
る
意
欲
が
低
下
す
る
．

に
何
回
も
ト
ィ
レ
に
起
き
る
．
尿
チ
こ
の
よ
う
な
兆
候
の
な
い
か

量
も
多
い
．
ま
な
尿
に
甘
ず
糖
の
た
も
検
査
を
受
財
早
期
発

つ
ぱ
い
よ
う
建
お
い
が
あ
る
．
騒
9
見
に
努
め
ま
し
箋

3
　
食
欲
が
異
状
に
高
ま
る
こ

と
が
あ
り
、
特
に
甘
い
も
の
を

好
む
よ
う
に
な
つ
た
。

4
体
重
が
急
激
に
変
化
し
た
。

○
甘
味
塩
味
と
も
に
抑
え
、
薄

味
と
す
る
。

○
　
好
き
嫌
い
を
な
く
し
、
同
一

　
食
品
を
食
べ
続
け
な
い
。

○
　
野
菜
は
充
分
に
と
る
。
と
く

　
に
緑
黄
色
野
菜
を
欠
か
さ
な
い
。

○
　
間
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
ひ
か

　
え
る
。

○
　
動
物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
や
脂

　
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

○
　
海
藻
、
き
の
こ
類
な
ど
を
十

分
に
と
る
。

　
　
、
J
　
　
）

●糖尿病発見の動機

体
の
具
合
が
悪
く
て

医
師
を
訪
れ
た
と
き

37
％

生命保険加

入のさい一

28％

他の病気で医師にみて

もらった時、偶然に

医
師
以
外
の
人

に
注
意
さ
れ
て
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杉
田
議
会
議
長

瀬
難
舞
に
就
任

　
こ
の
た
び
、
江
南
町
議
会
議
長
杉
田

弥
平
氏
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
監

事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
月
十
二
日
郡
内
議
長
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
大
里
郡
町
村
議

会
議
長
会
長
に
、
同
月
十
四
日
埼
玉
県

町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
に
お
い
て
同

会
の
会
長
に
就
任
、
こ
れ
を
受
け
て
関

東
都
県
会
長
会
議
の
推
薦
を
受
け
、
全

国
都
道
府
県
会
長
会
会
議
で
承
認
さ
れ

て
就
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
（
一

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
…

こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
と
し
を
と
っ
た
と
き
に
：

　
　
　
…
…
…
老
齢
基
礎
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め

た
期
問
と
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
及
び
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
て
二

十
五
年
以
上
あ
る
人
に
、
六
十
五
歳
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
（
希
望
に
よ
り
繰

上
げ
、
繰
下
げ
支
給
も
で
き
ま
す
。
）

老
齢
基
礎
年
金

：
六
十
二
万
六
千
五
百
円

　
も
し
、
四
十
年
の
間
に
、
保
険
料
を

納
め
な
か
っ
た
期
間
や
保
険
料
の
免
除

期
間
等
が
あ
る
と
、
そ
の
分
、
年
金
額

は
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ

の
人
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
夫
の
老
齢
厚

生
年
金
に
加
算
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
加

給
年
金
が
、
奥
さ
ん
自
身
に
振
り
替
え

ら
れ
、
年
齢
に
応
じ
た
額
が
老
齢
基
礎

年
金
に
併
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（

（

昭和62年11月10日

　
と
き
、
そ
の
障
害
の
状
態
が
、
法
に

　
定
め
ら
れ
た
障
害
等
級
表
に
該
当
し

　
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
初
診
日
前
に
、
保
険
料

　
を
納
め
た
期
間
（
保
険
料
の
免
除
期

　
間
も
含
む
）
が
、
加
入
期
間
の
三
分

　
の
二
以
上
で
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま

　
せ
ん
。
　
　
（
昭
和
七
十
一
年
三
月
ま

　
で
は
、
直
近
の
一
年
問
に
保
険
料
の

　
未
納
期
が
な
い
場
合
で
も
支
給
さ
れ

　
ま
す
。
）

②
二
＋
歳
に
な
る
前
に
、
障
害
者
に
な

　
っ
た
か
た
は
、
二
十
歳
か
ら
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

◎
も
し
も

　
　
…
…
遺
族
と
な
っ
た
と
き

　
た
だ
し
、
こ
の
額
は
、
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
、
す
べ
て
保

険
料
を
納
め
た
人
の
場
合
で
す
。

…
遺
族
基
礎
年
金

◎
障
害
者
と
な
っ
た
と
き

　
　
　
…
…
…
障
害
基
礎
年
金

①
国
民
年
金
に
加
入
中
に
初
診
日
の
あ

　
る
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た

障
害
基
礎
年
金
額
…
：

一
級
　
七
十
八
万
三
千
百
円

二
級
　
六
十
二
万
六
千
五
百
円

　
　
　
　
　
＋
．

十
八
歳
（
障
害
者
は
二
十
歳
）
未

満
の
扶
養
し
て
い
る
子
の
数
に
応

じ
た
加
算
額

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
加

入
者
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
資
格
が
あ
る
人
な
ど
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
十

八
歳
（
障
害
者
は
二
十
歳
）
未
満
の
子

の
あ
る
妻
又
は
十
八
歳
（
障
害
者
は
二

十
歳
）
未
満
の
遺
児
に
支
給
し
ま
す
。

遺
族
年
金
額
…
：
…

　
六
十
二
万
六
千
五
百
円

　
　
　
　
　
十

　
　
子
の
数
に
応
じ
た
加
算
額

◎
こ
の
ほ
か
に
、
第
一
号
被
保
険
者
に

　
は
、
寡
婦
年
金
・
付
加
年
金
が
あ
り

　
ま
す
。

　　学生のかたも

　　　国民年金に

任意加入しましょう

　新しい国民年金制度は、サラリ
ーマンやその奥さん、自営業のか
たなど全員が加入し、共通の基礎
年金を支給する制度となりました
　しかし、学生のかたは、おのず
と保険料の負担能力等に制約があ
ることから、従来どおり国民年金
には任意加入となっております。

　このため、学生期間中の障害に
ついては、無年金になるおそれも
あります。そこで20歳から国民年
金に任意加入し、いざというとき
のために備えておくことをおすす
めいたします。

＊学生の範囲は次のとおりです。
　高等学校、大学、大学院、　（夜

　間・通信教育を除く）専修学校
　（夜間の学科を除く）理容師養
　成所、保健婦養成所、歯科衛生
　士養成所等の教育施設（夜間学
　科を除く）に在学する生徒また
　は学生。

　　年金受給者が

住所変更したときは

　　　すぐ届出を

　国民年金の受給者が住所を変え
々ときは、14日以内に届出するこ
どになっています。

　この届出が遅れますと、年金の
支払に支障をきたし、受給も遅れ
ます。こうしたトラブルを防ぐた
めにも、住所変更の手続きをして
ください。用紙ほ、役場住民課国
民年金係・社会保険事務所に備え
てあります。

　年金相談会の開設
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）

1
）

　　　　　　一野生植物に親しむ会一
　10月15日、野生植物に親しむ会が江南町を会場に開催されました。
　約百名余りの参加者は、役場周辺の2㎞のコースを専門の先生と
一緒に歩きながら、野山に自生している木や草について、薬用の使
いかたなどノートにメモをとったりして正しい知識を学びました。

灘讐講i．譲鞘畢雛纏講
　　騰灘　　　灘　　欝纏謡鰻
藤纏簿欝羅膿　欝灘鍵黛鯉　寓醐難懸’馨

）

　　　　懸騰敬老会で楽しい一日腱
　10月29日・30日、江南荘に60歳以上のお年寄り1，742名のうち
763名が元気に出席し、敬老会が盛大に開催されました。
　当日は、老人介護者2名の表彰などあり、つづいて懇親会では、
歌に踊りに、また仲間と歓談したり、楽しい一日でした。

　　　　　　＿お　め　で　と　う醗懸
　去る9月15日の敬老の日に今年も昨年に続き、特別養護施設虹の
郷に於いて、地元野原地区のお年寄りの皆さん多数が招待され、入
園者の皆さんとなごやかに楽しい一時を過ごされました．
　なかでも社会福祉法入、とちの実会の年長子供たちによる素晴し
い唄や踊りなどたくさんの催しが披露され、時聞のたっのを忘れる
ようなお祝いでした。

）

　　　　一防犯　ラ舌重力　に　一役　一
　10月1日、東京電力㈱熊谷営業所長西田眞氏から防犯灯3基・
自動点滅器3個を寄贈していただき、さっそく小江川地区外2ヵ所
に設置させていただくことに決まりました。今後、防犯灯が地域の

ために役立っことになるでしょう。ありがとうございました。

　　　闘郡老人ゲートボール大会鰯
　第9回大里郡老入クラブ連合会ゲートボール大会が江南町運動公
園で開催されました。参加チームは6町1村の16チームで、日頃の
成果を競いあい、試合をとおして楽しい一日を過ごしました・

難
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交
通
栄
誉
章
を
受
賞

交
通
指
導
員
の
田
中
き
ん

　
　
　
　
（
○

　
町
の
交
通
指
導
員
と
し
て
活
躍
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、
田
中
勝
治
さ
ん
が

こ
の
九
月
二
十
二
日
、
全
日
本
交
通
安

全
協
会
か
ら
優
良
運
転
者
と
し
て
、
交

通
栄
誉
章
（
緑
十
字
銅
章
）
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
頃
の
交
通
安
全
に
対
す

る
努
力
と
、
多
年
に
わ
た
っ
て
の
、
無

事
故
無
違
反
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

年
末
調
整

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の

合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
税
額
（
年
税
額
）
と
は
、
次
の
よ

う
な
理
由
に
よ
り
必
ず
し
も
一
致
し
ま

せ
ん
。

｝
　
結
婚
や
出
産
、
就
職
な
ど
の
た
め

　
年
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ

　
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

二
　
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
控

　
除
は
、
毎
月
の
源
泉
徴
収
の
際
に
は

　
控
除
し
な
い
こ
と
。

三
　
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」

　
は
、
毎
月
の
給
与
等
の
額
が
変
わ
ら

　
な
い
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年

間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
税
額
（
年
税
額
）
と
は
、
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
必
ず
し
も
一
致

し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
年
末
調
整
に
よ
り
、
納
め
過
ぎ

の
場
合
に
は
還
付
さ
れ
、
納
め
足
り
な

い
場
合
に
は
不
足
分
が
年
末
調
整
の
際

の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

一
　
給
与
の
収
入
金
額
が
一
五
〇
〇
万

　
円
を
超
え
る
人

二
　
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

三
　
災
害
に
よ
る
源
泉
所
得
税
の
徴
収

　
猶
予
や
還
付
を
受
け
て
い
る
人

　
詳
し
く
は
熊
谷
税
務
所
・
税
務
相
談

室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
（

秋
季
火
災
予
防
運
動

消
え
た
か
な
！

気
に
な
る
あ
の
火
も
う

　
本
格
的
な
冬
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
火
災
の

多
発
期
で
す
。

　
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
か
ら
十
二
月

二
日
（
水
）
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
上
半
期
に
お
け
る
全
国
の
火

災
件
数
は
昨
年
に
比
較
し
減
少
し
、
約

八
分
間
に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
て
お
り
死
者
も
一
日
当
た
り
約
六
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
火
災
件
数
は
昨
年
に
比
較
し

て
増
加
し
て
お
り
、
約
三
時
問
十
六
分

に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
の
火

災
件
数
は
少
な
く
、
昨
年
中
の
火
災
件

数
一
〇
六
件
に
対
し
、
本
年
九
月
現
在

で
は
六
十
九
件
で
昨
年
同
期
に
比
較
し

一
度

て
十
件
の
減
少
で
す
。

　
死
者
に
つ
い
て
は
二
人
の
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
の
原
因
は
放
火
、
放
火
の
疑
い
、

た
き
火
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
た
ば
こ
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
火
災
の
原
因
は
皆
さ
ん

の
注
意
に
よ
り
十
分
防
止
で
き
る
も
の

が
殆
ど
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
高
齢
者
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中

　
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

二
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対

策
の
推
進

一
一
一
、
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
等
不
特

　
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火
対

　
象
物
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保

四
、
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

　
以
上
の
目
標
を
積
極
的
に
推
進
し
て

火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特
別
優
良
消
防
団
表
彰

　
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
二
日
、
埼

玉
会
館
に
お
い
て
第
三
十
九
回
の
埼
玉

県
消
防
協
会
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
江
南

消
防
団
が
特
別
優
良
消
防
団
と
し
て
、

表
彰
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
日
頃
の
訓
練
や
先
輩
諸
氏

の
功
績
の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。

狩
猟
が
解
禁

　
今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
も
昨
年
に
引
続
き
、
日
曜
・
祭

日
に
限
り
猟
区
と
し
て
解
禁
に
な
り
ま

す
。　

入
猟
者
は
一
旧
十
人
に
制
限
し
、
案

内
人
を
つ
け
、
人
家
な
ど
の
附
近
で
は
、

絶
対
に
猟
を
し
な
い
よ
う
厳
重
に
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
が
、
山
林
や
畑
等
で

の
農
作
業
に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

　
正
し
い
狩
猟
を
す
る
た
め
に
次
の
こ

ど
を
特
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
銃
を
使
用
し
て
も
よ
い
場
所
で
あ
る

か
確
認
す
る
。

○
銃
口
は
、
絶
対
に
人
に
向
げ
な
い
。

○
場
所
を
移
動
す
る
と
き
、
あ
る
い
は

危
険
な
場
所
や
休
憩
す
る
と
き
は
、

　
タ
マ
を
必
ず
抜
い
て
お
く
。

○
見
通
し
の
悪
い
竹
ヤ
ブ
、
雑
木
林
、

　
あ
る
い
は
タ
マ
の
は
ね
返
っ
て
く
る

　
よ
う
な
方
向
に
発
射
し
な
い
。

○
銃
や
タ
マ
は
自
動
車
に
放
置
し
な
い
。
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　　i聾彗簿囁藁毫韓語酬■髪醤騰護学生寮管理、i．融せ　　　i
　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：■申込・間合せ先　　　　　　　　：　埼玉県熊谷地方県民センター　　：
　　i62年度青年海外協力隊員　i　奮0485－36－1g16　　　　　i　麿0485－24－1110　　　　　i

擁潔麟ピ癖笛藩羅欝・i麟熱雇藻麟
　　：　・社会の発展のために技術・技能　：　　　　　　　　　　　　　　　　：　県北美術展30周年にあたり、県　：
　　iを身につけた、心身ともに健全な　i　自治体消防制度1墜来隻3月7日　i北美術の向上と普及に尽力した物　i
　　：日本の青年を派遣して、各国の国　：で発足40周年を迎え・記念事業の　：故会員の作品を展観し、県北地方　：
　　：づくりに協力しています。　　　　：一環として懸賞論文を募集してい　：の芸術文化の振興に寄与する。　　：

　　i■資格　　　 iます・自治体消防の現状を踏まえi■日時　　　 i　　i原則として、満2・歳以上35歳まi？つ・明日の消防のあるべき鴛i昭和62年1・月11日～12月6日：
　　：での日本国籍を持つ青年男女　　　：えがくとともにその実現の可能性　：　午前9時～午後5時　　　　　　i
）：■願書締切　　　　　』一　　　：をさぐる趣旨で蛮益ば・内容は自　：　ただし、月曜日、月末日、祝日、：
　　i　昭和62年11月30日（月）（消印有効）　i由です・なお・論又には表題を付　i　l1月24日（火）は休館となります。　i

　　：■選考試験　　　　　　　　　　：してください。　　　　　　　　　：■会　　場　　　　　　　　　　：
・
）
ソi　第1次選考（筆記試験：技術・　i■応募資格　　　　　　　　　　　i　熊谷市立図書館美術展示室　　　i

　　l作文・英語）昭和63年1月10日　　：　消防職団員・消防関係団体職員等　：　　（熊谷市立文化センター3階）　：
　　：　第2次選考（面接：個人・技術　：■原　　稿　　　　　　　　　　　：■入館料　　　　　　　　　　　：
　　i等）昭和63年2月13日（土）～20日i　200字董原稿用紙40枚以内・作品i　無料　　　　　 i
　　：（土）の1日東京で実施（予定）　　：にはこ住所’氏名。年齢』勤務先　1■出　　品　　　　　　　　　　　：
　　i■派遣国　　　　　　　　　　　iを明記し・封筒に「懸賞論文応募」i　絵画、彫塑、書、写真　　　　　i

　　i入雍鵬纏轟協論ii欝遙符美ださい。　il脚難瀾鰯毒珊
　　：よび持っている技術と求めちれて　1　昭和62年12月21日　　　　　　　1　　＿　　　、　　，　　　　　　：

i邊繍騰麟欝鎧〒100糟繍勝磁謁i’隷鰯濫．聡へi
　　i■派遣期間　　　　　　　　　　　i自治体消防制度40周年記念式典等実行委員会　iの不満等のあるかた、11月第4火　i

　　i．講男法　　　i灘擁購磯翻鵠欝i灘そ期禦準冒霧製：’i
　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　：　協力隊所定の願書を期日までに　：　　　　　・　　　　　　　　　　　：お出かけください。　　　　　　　l
　　i事務局へ提出してください。　　i　大里コミュニティ　　　i■と　き　　　　　　　』i
　　i■禺晶劣事業団青年海外協力i　さいたま博祭り　i　1謂響昌〔弁護士来庁〕　　i
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　：隊事務局　〒150　　　　　・　　1　秋の一日、「さいたま博」を盛り　：　午前9時30分～正午　　　　　　：

　　：　東京都渋谷区広尾4－2－24　：あげませんか？　　　　　　　　：■ところ　　　　　　　　　　I
　　i　智東京03－400－7261　　　　　i　当日は伝統芸能やコーラスなど　i　江南町母子センター　　　　　　i

　　i学生寮の管理人募集　i9鍔欝諺ン呂と轄毫まじi　教育相談　i
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

’）－：■対　　象　　　　　　　　　　：め素敵なプレゼントが当たる抽選　：　教育委員会では、毎週火曜日　1
　　：　60歳以下の健康な女性　　　　　：会も実施します。　　　　　　　　：　（祝祭日はのぞく）午後1時より　1
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　1■勤務地　　　　　　　　　　　：■日　　時　　　　　　　　　　　：3時までの間、教育相談をお受け　1
）　：　県立北高等看護学院　　　　　　：　昭和62年11月28日㈲午後1時～　：しています。　　　　　　　　　　1

　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　　：　江南町大字板井1696　　　　　　：■場　　所　　　　　　　　　　　：　お子さんの教育上のことでお困　：
　　1■勤務時間・手当　　　　　　　：　熊谷市立文化センター　　　　　：りのことがありましたら、お気軽　：
　　i　週3～4日　17時～翌朝8時30　i■対　　象　　　　　　　　　　　iにご相談ください・　　　　　　　i

　　：　分（但し夜間は睡眠可）　　1　一般県民　　　　　　 ：　酋36－5468（直通）　　　　：
　　i　1夜6，200円（2食付）　　　i■予定人員　　　　　　　　　i　　36－1521（内線237）　　　　i
　　し一一一一一一一一噂噂輯＿＿一＿＿一＿＿一＿一一一＿＿＿＿一＿一一＿一一『＿一陶＿陶＿＿＿一＿一一＿＿一＿＿一＿＿一＿＿一＿＿＿＿＿＿一＿一一一一1一＿一一一一一＿一一＿一増噂一一＿＿＿一一一＿一一一＿一一一一一一一＿」
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